
庄
内
た
が
わ
農
協
（
黒

井
德
夫
組
合
長
）
の
第
21

回
通
常
総
代
会
が
６
月
17

日(

金)

、
新
余
目
支
所
２

階
ホ
ー
ル
（
旧
梵
天
）
で

開
か
れ
ま
す
。

平
成

年
度
の
事
業
実

27

績
で
は
、
米
穀
販
売
が
１

０
５
億
円
で
、
概
算
金
８

５
０
０
円
シ
ョ
ッ
ク
と
な

っ
た

年
度
よ
り
１
・
５

26

％
プ
ラ
ス
で
す
が
、

年
25

度
の
１
１
４
億
円
に
は
回

復
し
て
い
ま
せ
ん
。

園
芸
特
産
２
・
８
％
増
、

畜
産
２
・
５
％
減
と
な
り
、

販
売
総
額
は
１
３
９
億
８

千
万
円
で
１
・
５
％
増
、

合
併
基
準
年
（
平
５
）
の

３
０
２
億
円
と
比
べ

・
46

２
％
に
落
ち
込
ん
で
い
ま

す
。

出
資
配
当
１
・
０
％

Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
の
事

業
総
利
益
は

億
８
０
４

32

０
万
円
（
前
年
度
か
ら
５

億
５
６
０
１
万
円
減
）、
事

業
管
理
費
は

億
７
６
３

32

４
万
円
（
同
５
億
０
９
２

２
万
円
減
）
で
、
事
業
利

益
は
４
０
６
万
円
（
前
年

度
５
０
８
４
万
円
）、
経
常

利
益
は
１
億
５
４
０
２
万

円
（
同
１
億
９
０
４
１
万

円
）、
当
期
剰
余
金
は
１
億

９
４
０
６
万
円
（
同
１
億

５
５
８
２
万
円
）
で
す
。

今
年
度
は
出
資
配
当
１

・
０
％
の
み
で
、
昨
年
度

の
事
業
配
当
（
米
１
俵
50

円
）
は
あ
り
ま
せ
ん
。

当
期
未
処
分
剰
余
金
３

億
２
５
０
９
万
円(

前
年
度

２
億
９
２
３
９
万
円
）
の

う
ち
利
益
準
備
金
と
し
て

８
０
０
０
万
円
、
リ
ス
ク

管
理
積
立
金
に
６
０
０
０

万
円
を
充
当
し
、
出
資
配

当
金
に
４
４
２
０
万
円
を

充
て
、
次
期
繰
越
剰
余
金

を
１
億
４
０
８
９
万
円（
前

年
度
１
億
１
５
０
０
万
円
）

に
し
ま
す
。

子
会
社
の
事
業
伸
張

平
成

年
８
月
１
日
に

26

設
立
さ
れ
た
１
０
０
％
出

資
の
子
会
社
の(

株)

あ
い

と
サ
ー
ビ
ス
（
代
表
取
締

役
社
長
・
長
南
進
）
は
、

売
上
高

億
２
５
９
０
万

48

円
（
前
年
度

億
２
７
０

20

７
万
円
）、
経
常
利
益
１
億

０
７
５
８
万
円
（
同
３
９

９
３
万
円
）、
当
期
純
利
益

７
３
８
３
万
円
（
同
１
６

３
６
万
円
）
を
計
上
。

資
産

億
７
７
２
４
万

13

円
（
同

億
０
６
８
３
万

11

円
）、
負
債

億
８
７
０
４

11

万
円
（
同
９
億
９
０
４
６

万
円
）、
純
資
産
１
億
９
０

２
０
万
円
（
同
１
億
１
６

３
６
万
円
）
で
す
。

％
出
資
の
子
会
社
の

60
羽
黒
・
の
う
き
ょ
う
食
品

加
工(

有)

（
代
表
取
締
役

社
長
・
田
中
壽
一
）
は
、

売
上
高
７
億
３
３
８
２
万

円
（
同
７
億
４
３
８
０
万

円
）、
経
常
利
益
２
６
６
万

円
（
同
△
７
６
８
万
円
）、

当
期
純
利
益
１
２
６
万
円

（
同

万
円
）
を
計
上
し

77

て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
か
ら
出
向
し
て
い

た
今
野
弘
美
氏
は

年
度

27

に
Ｊ
Ａ
を
退
職
し
、
常
務

・
支
配
人
と
し
て
業
績
回

復
と
農
家
の
原
料
生
産
確

保
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

岩
盤
の
回
復
を

今
年
度
の
Ｊ
Ａ
庄
内
た

が
わ
総
代
会
は
、
戦
争
法

と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
な
ど
を
争

点
に
し
た
参
院
選
の
直
前

に
開
か
れ
ま
す
。

１
昨
年
の
県
内
Ｊ
Ａ
に

対
す
る
公
取
委
の
「
独
禁

法
違
反
の
疑
い
」
の
攻
撃

が
、
今
年
は
高
知
県
「
土

佐
あ
き
農
協
」
に
向
け
ら

れ
、
マ
ス
コ
ミ
あ
げ
て
農

協
攻
撃
に
出
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
市
場
原
理
主

義
を
徹
底
さ
せ
、
農
協
を

解
体
に
追
い
込
む
こ
と
が

日
米
支
配
層
の
真
の
狙
い

で
す
。

参
院
選
で
安
倍
政
権
を

退
陣
に
追
い
込
み
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
批
准
を
阻
止
し
、
米
政

策
の
岩
盤
を
回
復
さ
せ
る

こ
と
が
肝
心
で
す
。

2016年６月12日
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（月１７７円程度）
6月 13人 14,742円
5月 44人 49,423円

庄内たがわ農協　　合併前との比較（単位：千円）
基準年1993年 20１3年度 20１4年度 20１5年度 前年度と基準年と
平成５年度 の対比 の対比平成25年度 平成26年度平成27年度

正組合員数（人） 16,876 75.8%13,196 12,984 12,795 98.5% 正組合員数（人）
職員数（人） 職員数（人）1,123 42.9%599 446 482 108.1%
資産 資産117,589,340 102.9%118,405,888 120,095,081 121,031,784 100.8%
負債 負債111,618,080 99.9%109,135,561 110,824,421 111,525,557 100.6%
資本（純資産） 5,971,260 159.2%資本（純資産）9,270,327 9,270,659 9,506,227 102.5%
当期剰余金 当期剰余金93,323 208.0%220,644 155,822 194,068 124.5%
貯金 貯金96,633,096 107.9%101,424,116 103,007,193 104,225,502 101.2%
貸出金 貸出金36,394,244 82.7%33,368,662 32,782,652 30,090,229 91.8%
長期共済保有高 長期共済保有高665,528,140 78.6%554,274,644 538,337,890 522,889,616 97.1%
購買 購買19,815,583 20.5%10,265,758 7,074,587 4,060,597 57.4%
販売 販売30,276,797 46.2%14,950,215 13,777,518 13,984,425 101.5%

(米穀) 24,149,280 43.7% (米穀)11,442,889 10,369,267 10,550,407 101.7%
（園特） 3,263,811 65.8% （園特）2,198,855 2,087,846 2,146,896 102.8%
（畜産） 2,863,706 44.9% （畜産）1,308,470 1,320,405 1,287,121 97.5%

自己資本比率 18.12% 17.18% 17.21% 自己資本比率
合併は1995年（平７）。職員数は合併直前との比較。臨時職員含む。
(株)あいとサービス2014年８月１日設立。

各農協の出資金等の比較

JA庄内たがわ JA鶴岡 JAあまるめ

正１人当出資金 33万5799円 27万3988円 81万2360円

正１戸当出資金 46万5851円 43万4539円 106万6209円

正１戸当販売額 151万6255円 261万5749円 216万6327円

正１戸当購買額 44万0268円 155万4323円 144万2658円

自己資本比率 17.21％ 15.25％ 24.12％

出資配当 1.0％ 0.5％ 2.0％

特別配当 米１俵41円 米１俵100円

青果物0.3% ｶﾞｿﾘﾝ・軽油

産直品0.3% ・灯油口座振

畜産物0.13% 替１㍑２円

※JA庄内たがわの購買額は(株)あいとサービス除く

※JAあまるめの購買額はコープ除く。

（2016年度総代会・総会資料より）



プ
ロ
の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
の
音
色
が
廿
六
木
に

と
ど
ろ
く

東
京
の
田
園
調
布
の
住

人
、澁
沢
和
男(

当
時

歳)

32

は
妻
と
昭
和

年
６
月
頃
、

20

余
目
町
廿
六
木
の
原
田
四

朗
宅
に
疎
開
し
て
い
た
。

澁
沢
和
男
は
プ
ロ
の
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
奏
者
。
父

の
澁
沢
秀
雄
は
映
画
会
社

「
東
宝
」
の
会
長
。
祖
父

の
澁
沢
榮
一
は
我
が
国
の

金
融
・
産
業
の
近
代
化
に

貢
献
し
た
第
一
人
者
。
父

秀
雄
の
弟
の
澁
沢
敬
三
は

戦
後
、
吉
田
内
閣
の
頃
に

日
本
銀
行
総
裁
や
大
蔵
大

臣
を
歴
任
し
た
。

父
秀
雄
は
多
種
多
芸
の

才
能
に
恵
ま
れ
、
俳
句
詠

み
の
名
手
で
も
あ
っ
た（
俳

号
は
澁

亭
）。
Ｔ
Ｖ
文
化

ジ
ユ
ウ
テ
イ

の
船
出
し
た

年
ほ
ど
の

50

昔
、
石
黒
敬
七
・
徳
川
夢

声
・
長
崎
抜
天
・
藤
浦
洸

バ
ツ
テ
ン

コ
ウ

の
面
々
と
共
演
し
て
い
た
。

澁
沢
和
男

は
疎
開
先
の

原
田
四
朗
と

は
そ
れ
ま
で
何
の
関
係
も

面
識
も
な
か
っ
た
。

２
人
を
仲
介
し
た
の
は

藤
島
生
ま
れ
の
成
澤
武
雄

で
、
妻
い
つ
子
の
生
家
の

実
兄
が
余
目
町
廿
六
木
の

原
田
四
朗
で
あ
る
。

澁
沢
秀
雄
と
成
澤
武
雄

は
若
い
と
き
か
ら
の
友
人
。

米
軍
機
の
爆
撃
が
田
園
調

布
に
も
及
ぶ
危
険
を
感
じ

て
い
た
秀
雄
は
、
武
雄
に

「
成
澤
さ
ん
の
家
は
屋
敷

も
住
居
も
大
分
広
い
よ
う

で
す
ね
。
息
子
夫
婦
を
戦

争
が
終
わ
る
ま
で
預
か
っ

て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
」。
武

雄
は
「
兄
弟
親
戚
い
っ
ぱ

い
家
に
疎
開
で
来
て
い
て

も
う
満
員
で
す
。
代
わ
り

に
隣
町
余
目
の
う
ち
の
女

房
の
実
家
に
頼
ん
で
み
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
和
男
夫
婦
は
昭
和

年
の
夏
頃
、
廿
六
木
に

19や
っ
て
き
た
。

年
６
月
、
和
男
は
「
こ

20
の
お
宅
に
世
話
に
な
っ
た

お
礼
に
私
の
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
の
演
奏
を
聴
い
て
も

ら
い
た
い
。
自
分
も

歳
20

代
で
米
国
の
カ
ー
ネ
ギ
ー

ホ
ー
ル
で
ソ
ロ
の
音
楽
会

を
持
っ
た
経
験
者
で
す
。

こ
の
村
の
多
く
の
方
々
に

声
を
か
け
て
下
さ
い
」。

総
勢

余
人
が
四
朗
宅

30

に
集
ま
っ
た
。
ま
ず
は
勇

ま
し
く
軍
艦
マ
ー
チ
、
荒

鷲
の
歌
、
露
営
、
荒
城
の

月
、
故
郷
の
廃
屋
、
オ
ー

ス
ザ
ン
ナ
、
紅
葉
、
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
の
第
九
、
そ
し

て
庄
内
お
ば
こ
、
新
庄
節

etc

…
。

曲
の
ソ
ロ
演

.

14

奏
は
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え

た
。こ

の
演
奏
会
場
は

余
70

年
前
と
同
じ
場
所
に
存
在

し
て
い
る
。
当
主
は
原
田

啓
、
四
朗
の
娘
尚
子
の
次

け
い

ひ
さ

こ

男
で
あ
る
。
庄
内
町
廿
六

木
字
三
ツ
車

番
地
。
廿

14

六
木
は
庄
内
で
の
難
地
名

の
ひ
と
つ
だ
が
「
と
ど
ろ

き
」
と
読
む
。
地
名
の
因

縁
は
次
号
に
譲
る
。

失
敗
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

消
費
税
引
き
上
げ
を
再

び
延
期
し
た
。
あ
ん
な
に

来
年
４
月
か
ら
上
げ
る
ん

だ
と
息
巻
い
て
い
た
の
が
、

選
挙
が
あ
る
か
ら
か
２
年

半
も
延
期
す
る
ん
だ
と
か
。

な
ぜ
２
年
半
な
の
か
は
こ

れ
か
ら
分
か
り
易
く
説
明

す
る
の
だ
そ
う
だ
が
。
し

か
し
、
こ
の
手
は
１
回
使

っ
て
選
挙
を
し
た
ん
だ
ゼ
。

▲
「
新
し
い
判
断
」
と
も

言
っ
て
た
っ
け
が
。
急
に

心
変
わ
り
が
し
た
と
い
う

の
か
・「
憲
法
９
条
の
解
釈

の
よ
う
に
」。
そ
し
て
無
理

や
り
権
力
で
押
し
付
け
る

や
り
か
た
？
。

▲
今
の
景
気
で
は
、
国
民

に
新
し
い
税
金
を
負
担
す

る
能
力
が
な
い
こ
と
は
誰

だ
っ
て
判
っ
て
い
る
こ
と

な
の
に
。
自
分
の
考
え
を

押
し
付
け
る
と
言
う
の
だ

ろ
う
。
そ
れ
を
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
前
の
状
態
と
言

っ
て
、
世
界
に
押
し
付
け

よ
う
と
し
た
ん
だ
が
、
Ｇ

セ
ブ
ン
で
は
誰
も
納
得
し

な
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
の
。

▲
外
国
メ
デ
ァ
か
ら
も
、

「
安
倍
首
相
は
消
費
税
実

施
を
引
き
延
ば
し
た
い
か

ら
」
と
、
手
の
内
を
読
ま

れ
て
い
た
ん
だ
ゼ
。
子
供

だ
ま
し
み
た
い
な
こ
と
を

す
る
ん
じ
ゃ
ね
ー
よ
。

▲
素
直
に
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

は
失
敗
で
し
た
と
認
め
る

ん
で
す
ナ
。
景
気
が
良
く

な
っ
て
い
な
い
こ
と
は
数

値
で
出
て
い
る
こ
と
だ
し
、

一
緒
に
な
っ
て
黒
田
総
裁

も
頭
を
抱
え
て
い
る
ん
で

し
ょ
。
そ
れ
で
い
て
３
本

の
矢
に
勢
い
を
つ
け
る
ん

だ
っ
て
カ
。
ゼ
ロ
金
利
ま

で
や
っ
て
ま
だ
君
た
ち
に

は
手
が
あ
る
っ
て
の
か
い
。

▲
簡
単
な
手
を
教
え
よ
う

じ
ゃ
な
い
の
。
誰
に
も
納

得
の
い
く
手
だ
。
先
ず
最

低
賃
金
を
１
時
間
千
円
以

上
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

続
い
て
非
正
規
を
正
規
に

す
る
こ
と
。
そ
れ
に
幼
稚

園
の
先
生
と
介
護
関
係
職

員
の
給
料
を

万
円
上
げ

11

る
事
。
財
源
か
い
。
大
き

く
積
み
上
げ
て
い
る
財
界

か
ら
出
し
て
も
ら
え
よ
。

ナ
ー
・
み
ん
な
―
。（
石
川
）

郎
さ
ん
と
志
位
さ
ん
が
同

じ
壇
上
に
並
び
、
し
ば
た

未
来
野
党
統
一
候
補
を
応

援
し
た
。「
こ
ん
な
日
が
来

る
と
は
夢
に
も
思
は
な
か

っ
た
」
と
ま
ず
話
す
。
共

産
党
と
か
か
わ
っ
た
の
は

１
カ
月
ほ
ど
前
、「
〝
反
対

ば
か
り
で
…
〟(

と
思
っ
て

き
た
が)

、
付
き
合
っ
て
み

れ
ば
可
愛
ら
し
ゅ
う
な
っ

て
き
た
」
と
言
い
、
幕
末
、

民
連
合
」
対
決
の
国
政
選

挙
、
年
甲
斐
も
な
く
ワ
ク

ワ
ク
し
て
い
る
。
６
月
５

日
号
赤
旗
日
曜
版
１
面
。

石
川
県
自
民
党
幹
事
長
も

務
め
た
県
政
界
の
重
鎮
、

金
原
博
さ
ん(

)

の
記
事

86

で
ワ
ク
ワ
ク
が
さ
ら
に
増

し
た
。
金
沢
市
で
小
沢
一

対
立
し
て
き
た
薩
摩
と
長

州
が
同
盟
し
て
江
戸
幕
府

を
倒
し
た
こ
と
に
ち
な
み
、

安
倍
政
権
を
倒
す
に
は「
野

党
が
壁
を
乗
り
越
え
一
緒

の
舞
台
に
上
が
る
し
か
な

い
。
私
も

年
の
壁
を
越

50

え
て
上
が
り
ま
す
。
野
党

共
闘
の
要
で
あ
る
共
産
党

に
期
待
し
ま
す
」
と
結
ん

で
い
る
。

告
示
６
月

日(

水)

、

22

投
票
７
月

日
と
決
ま
り

10

も
う
目
前
だ
。
戦
後
初
の

「
自
公
与
党
対
野
党
・
国

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
日
曜
版
６
月
５
日
付


